
 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルス感染症患者の発生について（第８報） 

 

 令和２年３月 28 日、沖縄県内において、新たに２名の新型コロナウイルス感染症患者が

発生しましたのでお知らせします。 

 これにより県内で確認された患者数は、合計で８名となりました。 

 

１．〔７例目〕 

 

（１）患者情報 

  30 代、女性、那覇市在住（６例目の濃厚接触者） 

 

（２）職業：非公開 

 

（３）経緯 

   ３月 26 日：夜、発熱。 

   ３月 27 日：発熱継続。那覇市保健所の指示により感染症指定医療機関を受診。 

        肺炎はないが、感染者の濃厚接触者であることから新型コロナウイルス 

感染症の疑似症患者として行政検査を実施。 

   ３月 28 日：衛生環境研究所の PCR 検査にて陽性を確認。 

   

（４）現在の患者の状況 

     軽症、感染症指定医療機関へ入院中。 

        

（５）患者の行動 

      県外渡航歴なし。３月 23 日に県内６例目と接触。以降も数回接触。基本的に常時 

マスク着用で行動している。その他について那覇市保健所が調査中。 

 

（６）県・那覇市の対応 

   特定された濃厚接触者等に健康観察中。 

  

  

令和２年３月 28 日（土） 

沖縄県保健医療部 

（担当）地域保健課結核感染症班 

久髙、岡野  電話 098-866-2215 



２．〔８例目〕 

 

（１）患者情報 

      20 代、女性、那覇市在住、学生。 

       

（２）経緯 

     ３月 24 日：夜、頭痛あり。 

     ３月 25 日：頭痛継続。微熱あり。那覇市保健所に相談。微熱のため経過観察。 

     ３月 26 日：症状改善しないため、那覇市保健所に相談。ニューヨーク滞在歴がある

ため帰国者・接触者外来を調整受診。 

軽度の肺炎あり、新型コロナウイルス感染症が否定できないため行政  

検査を実施。 

     ３月 28 日：衛生環境研究所の PCR 検査にて陽性を確認。 

                  

（３）現在の患者の状況 

        宿泊施設で療養中。感染症指定医療機関への入院を調整中。 

       

（４）患者の行動歴 

      ３月 23 日に、半年ほど滞在していたニューヨークから台湾経由で那覇空港に到着。 

家人の運転で宿泊施設へ。26 日以降は別の宿泊施設で療養。病院受診と宿泊施設の 

移動の際も自家用車を利用。また、いずれの宿泊施設でも受付対応は家人が代行し、 

食事等も家人が差し入れしていた。その他について那覇市保健所が調査中。 

 

（５）県・那覇市の対応 

    積極的疫学調査を実施し、濃厚接触者が特定され次第、健康観察を実施する。 

 

 

 ３ 報道関係者へのお願い 

  報道に関しては、患者やその家族・関係者等が特定されないよう、プライバシーに 

十分なご配慮をお願いいたします。 

 

 


